
２００６年全日本武術太極拳競技大会 

開 催 要 綱               
                     （社）日本武術太極拳連盟 

開催趣旨： 
   武術太極拳の競技力の向上を目ざして、この大会は国際競技用規定套路(規定演技）と新国際 

競技ルールに基づく自選難度套路の種目を、日本のトップレベルの選手が競います。大会を通し 

て、選手の競技力向上と若手選手層の発掘・養成を図り、規定種目の審判技術の向上を図ります。 

   大会の成績優秀者のなかから、２００６年度第１次強化指定選手を選抜・指定します。 

１．日時： ２００６年４月８日（土）・９日（日） 

（※自選難度部門の一部の競技に限り８日(土)に実施する。それ以外の従来の競技はすべて９日(日)に実施する。） 

 ２．会場： 大阪府守口市・守口市民体育館 

 ３．主催： (社)日本武術太極拳連盟 

 ４．主管： 大阪府武術太極拳連盟 

 ５．後援(予定)：文部科学省、(財)日本オリンピック委員会、(財)日本体育協会 

         アジア武術連盟、大阪府、大阪市、等 

 ６．特別協賛： 

 ７．協賛：  

 ８．競技種目： 下記の競技用規定套路で男女別個人競技を実施する。 

 自選難度部門 

１．太極拳（含む器械） 3分以上4分以内 

２．南拳 （含む器械） １分20秒以上２分以内

３．長拳 （含む器械） 

強化指定選手で、選手強化委員会の指名を受けた選手のみ。 

下記の規定競技部門に出場する選手はこの部門に出場する

ことはできない。 同上 

 規定競技部門 

４．総合太極拳Ｃ 
①第 22 回全日本選手権大会｢総合太極拳Ｃ｣の入賞者で 

満 29 歳以下の選手  

②都道府県推薦選手で満２９歳以下の選手  

５分以上 

６分以内 

５．２４式太極拳 
①第 22 回全日本選手権大会｢２４式太極拳Ｃ｣の入賞者で 

満 22～19 歳、又は大学生 

②都道府県推薦選手で満 22～19 歳、又は大学生 

４分以上 

６分以内 

６．４２式太極剣Ｃ ４．「総合太極拳Ｃ」に出場する選手のみがエントリーできる 
３分以上 

４分以内 

７．南 拳 
国際規定套路。第 22 回全日本選手権大会の男子南拳１６位

以内、女子南拳５位以内の選抜選手、および都道府県推薦

選手 

１分 20 秒以上

２分以内 

８．南 刀 同上 

９．南 棍 

国際規定套路。７．南拳に出場する選手のみがエントリー

できる。南刀、南棍の２種目に出場してもよく、あるいは

どちらか 1 種目でも出場可 同上 

10．長拳Ａ 
国際第二套路。第 22 回全日本選手権大会の男子長拳Ａ２５

位以内、女子長拳Ａ１２位以内、男子長拳Ｂ１０位以内、

女子長拳Ｂ５位以内の選抜選手、および都道府県推薦選手 

同上 

11．剣術Ａ 同上 

12．刀術Ａ 同上 

13．棍術Ａ 同上 

14．槍術Ａ 

国際第二套路。10．長拳Ａに出場する選手のみがエントリ

ーできる。短器械（剣術または刀術）と長器械（棍術また

は槍術）の２種目に出場してもよく、あるいは、短器械ま

たは長器械のどちらか１種目でも出場可 
同上 



 

９．出場選手： 「選抜選手」と「都道府県推薦選手」が出場できる 

  Ａ）選抜選手； 

    第２２回全日本選手権大会に出場して下記の上位成績を得た選手は、本大会に「選抜選手」とし 

   て出場することができる。 

但し、年齢規定のある種目は、大会開催年の４月１日現在の満年齢が年齢制限の条件を満たして 

いなければならない（「選抜選手一覧表」参照）。 

    ① 男子総合太極拳Ｃ  上位 ２人  女子総合太極拳Ｃ  上位 ５人 

    ② 男子２４式太極拳Ｃ 上位 ６人  女子２４式太極拳Ｃ 上位 ７人 

    ③ 男子南拳        １６人  女子南拳         ５人 

    ④ 男子長拳Ａ       ２５人  女子長拳Ａ       １２人 

    ⑤ 男子長拳Ｂ       １０人  女子長拳Ｂ        ５人 

※1. 上記①総合太極拳Ｃは、第２２回全日本選手権大会の総合太極拳Ｃの入賞選手で、 

2006 年 4 月 1 日現在の満年齢が 29 歳以下の選手が「選抜選手」となる。 

※2. 上記②２４式太極拳は、第２２回全日本選手権大会の２４式太極拳Ｃの入賞選手で、 

2006 年 4 月 1 日現在の満年齢が 22～19 歳または、2006 年 4 月 2 日現在の学籍が大学生の 

選手が「選抜選手」となる。 

※3. 上記③男子南拳は上記大会の「南拳」における得点の上位１６位までの選手を｢選抜選手」 

とする。 

※4. 上記③女子南拳は上記大会の「南拳」における得点の上位５位までの選手を｢選抜選手」 

とする。 

   ※5. 上記④男子長拳Ａは､上記大会｢長拳Ａ｣における得点の上位２５位までの選手を｢選抜選手」 

とする。 

   ※6. 上記④女子長拳Ａは､上記大会｢長拳Ａ｣における得点の上位１２位までの選手を｢選抜選手」 

とする。 

   ※7. 上記⑤男子長拳Ｂは､上記大会｢長拳Ｂ｣における得点の上位１０位までの選手を｢選抜選手」 

     とし、本大会「長拳Ａ」に出場することができる。 

   ※8. 上記⑤女子長拳Ｂは､上記大会｢長拳Ｂ｣における得点の上位５位までの選手を｢選抜選手」 

     とし、本大会「長拳Ａ」に出場することができる。 

  Ｂ）都道府県推薦選手； 

   １）都道府県連盟から１人の「推薦選手」を出場させることができる。 

   ２）２００４年第２１回全日本選手権大会(東京)または２００５年第２２回全日本選手権大会 

     (東京)のいずれかの大会に参加した実績のある都道府県連盟は、上記１）以外にもう１人の 

「推薦選手」を出場させることができる。 

   ３）都道府県連盟は、 

－ 太極拳種目では、総合太極拳Ｃには、満２９歳以下(2006 年 4 月 1 日現在) の選手、 

２４式太極拳には、満 22～19 歳(2006 年 4 月 1 日現在)または大学生(2006 年４月２日現在) 

の選手を「養成部門選手」として、どちらかの種目に１人にかぎり別途推薦して、出場さ 

せることができる。 

     － 南拳種目(7.～9.)および長拳種目(10.～14.)に、満２０歳以下(2006 年 4 月 1 日現在) 

の選手を「養成部門選手」として、１人にかぎり別途推薦して出場させることができる。 

 

10．エントリ－種目の制限： 
 

第１４回ジュニアオリンピックカップに出場する選手は、本大会に出場することはできない。 
但し、ジュニアオリンピックカップの「ジュニア太極拳１」「ジュニア太極拳２」に出場する

選手に限り、本大会にも出場できることとする。 

 



 

   １）選手は下記に基づいて、１種目または複数種目にエントリーすることができる。 

     ① 太極拳種目； 

       第２２回全日本選手権大会の総合太極拳Ｃの入賞者＝選抜選手、および都道府県推薦選 

手は、本大会の 4.総合太極拳Ｃに出場することができ、また、6.４２式太極剣Ｃに出場す 

ることもできるが、４２式太極剣Ｃだけに単独出場することはできない。 

２４式太極拳に出場する選手が４２式太極剣Ｃに出場することはできない。 

太極拳の選抜選手が、南拳種目、長拳種目に出場することはできない。 

     ② 南拳種目； 

       第２２回全日本選手権大会の男子南拳１６位以内、女子南拳５位以内の選手＝選抜選手、 

および都道府県推薦選手は、本大会の 7.南拳に出場でき、また、8.南刀および 9.南棍にも 

出場することができる。7.南拳に出場しないで、8.南刀または 9.南棍に出場することはでき 

ない。 

南拳の選抜選手が、長拳種目、太極拳種目に出場することはできない。 

     ③ 長拳Ａ種目； 

第２２回全日本選手権大会の男子長拳Ａ２５位以内、女子長拳Ａ１２位以内、男子長拳Ｂ 

１０位以内、女子長拳Ｂ５位以内の選手＝選抜選手、および都道府県推薦選手は、本大会の 

10.長拳Ａに出場することができ、また、短器械（剣術Ａまたは刀術Ａ）と長器械（棍術Ａま 

たは槍術Ａ）の２種目に、あるいは、短器械または長器械のどちらか１種目に出場すること 

ができる。 

10.長拳Ａに出場しないで、短器械または長器械に出場することはできない。 

長拳Ａ・Ｂの選抜選手は、南拳種目、太極拳種目に出場することはできない。 

11．出場申込期限： ２００６年１月３１日（火）

    出場申込書と出場料が、上記期日までに日本連盟(東京)に必着のこと。 

12．選手出場料： 

     Ａ）｢選抜選手｣は、     １人１種目＝１，０００円 

     Ｂ）都道府県連盟推薦選手は、１人１種目＝３，０００円 

    団体分担金は不要。 

13．服装規定： 

    選手は連盟が指定する競技用ユニフォ－ムを着用し、同ユニフォ－ムの背面に指定されたゼッケ 

   ンを付けて競技を行う。服装とゼッケンが規定に従っていない場合、その選手の出場を取り消す。 

    指定ユニフォ－ムの製作･購入については別途案内する。(申込期限=2006 年 1 月 15 日) 

14.競技運営： 

    ４月８・９日の日程で予選無しの決勝競技を行い、各種目の上位３人を入賞者として表彰する。 

15．審判方法： 

   １）｢規定競技部門｣は国際武術連盟が定めた｢1999 年国際武術競技ル－ル｣に基づいて行う。 

     ｢自選難度部門｣は国際武術連盟が定めた｢2003 年国際武術競技ル－ル(試行)｣に基づいて行う。 

   ２）競技は、３コートで行う。太極拳は２人同時に演技する。各コ－トに１人の審判長と５人の 

執行審判員、１人以上の套路検査審判員を設ける。 

   ３）総審判長、副総審判長各１人を設ける。 

   ４）監査委員会と監査委員を設ける。 

   ５）上記の審判員は全て、日本連盟公認審判員が担当する。 

16．表彰： 

    男女各競技種目の上位３人を表彰する。 

17．入場料金： 

    本大会の観覧入場料は無料とする。 

 



 

18．日程（予定）： 

  ＜選手日程＞ ４月８日（土） ジュニアオリンピックカップ競技 

自選難度競技部門の一部の競技（時間未定） 

                 18:00～20:00 選手練習 

         ４月９日（日）  9:00～ 9:30 選手登録 

                        9:30～10:00 開会式 

                      10:00～16:00  競 技 

                      16:00～16:30 表彰式・閉会式 

    

  ＜審判日程＞ ４月８日（土） 8:00～19:00 一部の自選難度競技審判業務 

                       審判員研修およびジュニアオリンピックカップ審判業務 

         ４月９日（日）10:00～16:00 競技審判業務 

19．宿舎： 

   希望者は、同封の宿泊案内を参照し、別添の「宿泊申込書」を下記のホテルに直接送付して 

申し込む。日本連盟は「宿泊申込書」を受理しないので注意されたい。 

ホテル京阪天満橋 

   〒540-0012 大阪府大阪市中央区谷町 1 丁目 2-10 電話：06-6945-0321 FAX：06-6945-1102 
       担当：池内公司 

                                          以 上 

 

連絡先(出場申込み先)：社団法人日本武術太極拳連盟 

            〒102-0085 東京都千代田区六番町９ 九番館ビル２Ｆ 

             TEL 03(3265)9494  FAX  03(3265)9550 

主管団体連絡先   ：大阪府武術太極拳連盟 

            〒550-0023 大阪府大阪市西区千代崎 3-中 2-1 大阪ドーム７F 

             TEL 06(6585)2812    FAX  06(6585)2813 

 

守口市民体育館 
〒570-0038 大阪府守口市河原町 57-2 ＴＥＬ(06)6992-8201（代表） 

         交通：京阪電車「守口市駅」下車 徒歩２分 

            地下鉄谷町線「守口駅」下車 徒歩１０分 

 


